2021年度事業計画書

2021年6月1日から2022年5月31日まで
特定非営利活動法人ＹＣスタジオ
１　事業実施の方針
今年度になって、新型コロナ感染症は収束せず、さらにデルタ株の侵入により、松江市内でも感染拡大が心配される状況にあり、引き続き、人の集まる居場所、Café、料理教室、各種アート工房、親の会や当事者会等は、当面の自粛を余儀なくされています。

また、コロナ対応の支援金も薄くなり、財政的にも大変きびしい状況にあり、資金繰りに駈け回って、国の融資（政策金融公庫）、給付金（持続化給付金君、家賃等支援給付金、雇用調整金）、県市の補助金等（持続可能な社会貢献活動支援事業費補助金、世界とつながる島根づくり助成金）を申請、家賃補助を除き受給済みですが、十分ではありません。
したがって、感染拡大の状況をみながら、以下の事業を可能な形で少しずつ続けていく予定です。

２　実施事業の具体的内容
［居場所・相談・交流］：松江市若者支援対策事業（2021年6月～2022年5月）
誰も排除しない・されない、障がいがあってもなくても、ありのままでOKの居場所。
①当事者中心の居場所・相談

a）出入り自由、ありのままでOKの居場所　/平日11時～17時

ｂ）当事者会　/毎月第3日曜13時半～16時

ｃ）親の会　/毎月第4日曜14時～17時

於：対面では、YCスタジオの1F・2F。

密を避ける必要があるときは、Zoom会議、電話やSNSによる。

②当事者主体の権利擁護・オンブズ活動

a）相談（個人相談、相談会）/個人相談は随時、相談会は毎月1回第1水曜日

　　b）医療福祉教育機関への同行、関係機関団体への要望等　/随時

於：YCスタジオ3F事務所・電話SNSにて。

③当事者主体の学び

a）当事者研究会；大阪なるにわ「生き辛さからの当事者研究会」　　

リカバリーカレッジ（岡山・三鷹）等に参加。

YCスタジオがホストの「当事者研究会」の開催。　/随時　年6回程度

b）多様性カフェ；各自の企画で、多様なカフェを開催。

　　　　　　全国的なオンライン学習会への参加。　/　月1回

於：YCスタジオ1F、各自の端末でZoom参加（県内・全国）

④アートによるｗell-being工房
a）アートフリースペース（自由な創作活動の場）

/平日11時～17時（土日祭日、夜間21時までも可）

　　b）アートショップ（ネット上での販売）/随時　各自取り組む

於：YCスタジオ1F、オンライン・ITによる実施は全国から世界まで

⑤ネットワークの拡大と地域交流

島根県内の子ども若者の居場所の連携、地域コミュニティーとの交流。

a)島根子ども若者の居場所応援ネットワークの拡大強化　/隔月1回程度

b）地域のお祭り、イベントへの参加　/天神市・フリーマーケットに出店　/随時]
　　　　
［“ソーシャルファーム”の立ち上げ～農食アートIT、就労弱者主体のチャレンジ］
：休眠預金を活用した「新型コロナウィルス対応緊急支援助成事業」
（2021年6月～12月）
現行の福祉制度に乗っている障がい者（手帳保持者）は勿論、様々な事情で就労できない若者等（＝就労弱者）と、コロナ不況により失職した若者等（＝健常協働者）が共に、彼らの強みを活かせる新しい雇用、企業でも福祉就労でもない第三の道（＝ソーシャルファーム）を立ち上げ、就労弱者が企画段階から参加し、協働者と対等の立場で仕事を創って行く。　
特に、彼らの芸術的な感性とIT能力を活かし、農と食に関わる一連の仕事の基礎固める。
　　　　　　　　　
①農と食に関わる具体的な事業ラインに対して、採用された就労弱者（5人）と協働者（５人）がそれぞれのアイデアを出しつつ、役割を分担する体制づくりを12月までに行う。
＊援農漁業、集荷・出荷、直接販売（こだわり野菜市）、加工品の製造（野草茶等）、
エコCafeの営業、ITを使った販売・広告宣伝、進行管理事務等。
②2Fのキッチンsouの内装と、1Fフリースペース奥に新たにミニキッチンを整備し、エコカフェの営業（喫茶、イートイン、テイクアウト）の準備をする。
③BASE、facebookを使って、ネット販売のサイトを立ち上げる。
　商品化に至るまでの動画、広告文を準備する。
④援農、野菜・加工品の販売、エコCaféの営業等を試験的に実施する。
［“ソーシャルファーム”の本格的稼働と拡大交流］：YCスタジオ事業（2022年１月～5月）
1年目で立ち上げた基盤を強化し、補助金がなくてもビジネスとして成立するよう、本格稼働を目指す。
①第一生産者である有機農家・近海漁家の繁忙期の応援。
②ネットによる販路の開拓（薬漬け、アレルギーに苦しむエシカル消費者、動画・ポップアートによる広告）。
③乾燥・冷凍等加工品の開発。エコCaféの営業（イートインやデリバリー）を手掛ける。
④国内外のソーシャルファームとの交流。
［テイクアウト子ども食堂＆多世代・多文化交流食堂］
：島根県「持続可能な社会貢献活動支援事業費補助金」（2021年6月～5月）
①テイクアウト子ども・大人食堂

・YCスタジオ1回にて、週2回、20食程度の夕食弁当を１食100円で提供。

　・ひとり親の母子に限らず、子どもからお年寄りまで、食事つくりに困難を抱える方を対象とする。

　・できれば、足のない方のために、松江市の他の地域にも、テイクアウトのステーションを設ける。

　・コロナ禍が収息後、対面型の子ども・大人食堂を開催する。

②多文化多世代交流食堂　（会費制　減免あり）

・世界の家庭料理教室

　　　月1～2回　島根在住の外国の方を講師に、家庭料理と会話の教室を開催。

　　　子どもを含めた誰でも参加できる、特に個食状態にある子どもやお年寄り、外国人の方を優先します。（限定7～10人程度）

　・ふるさと料理教室　

　　　月1回～2回　地域のお年寄りを講師に、ふるさとの伝統的な家庭料理、農家飯・漁家飯を習う。　在住の外国方に日本の家庭料理を楽しく伝授します。

③暮らし相談と生活支援

・①②の活動を通じて、各種相談につなぎ、学用品・衣類・電気製品等の生活物資を提供する。

　
[その他　YC事業]
①地域における様々な学習会・研修会等の企画（他団体との共同事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不登校・ひきこもり、男女共同参画、障がい者問題等、教育・福祉・人権にかかわる問題について
②商店街の活性化（地域食堂等への参画）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　
　　
事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に関わる事業

	事業名
	　事業内容
	実施

日時
	実施
場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額（円）
（内　助成・

委託金額）

	
	助成・委託事業
	内容
	
	
	
	
	

	非営利事業

オルタナティブな学びの場の

研究・啓発・実践事業


	松江市若者支援対策事業
	居場所・
相談・交流
事業

	６月～５月


	YCスタジオ
	２人


	10代～40代

延500人
保護者等
延50人
	3,245,508　　　　　　　　（2,000,000）
松江市若者支援対策事業補助金

	
	“ソーシャルファーム”事業
	“ソーシャルファーム”の立ち上げ

	６月～１２月

	YCスタジオ
キッチン＆Café　sou（1F/2F）
大東・大根島　圃場
	10人

	一般
10代～80代
実人数
150人
	3,000,000（2,920,758）
休眠預金を活用した「新型コロナウィルス対応緊急支援助成」

	
	
	“ソーシャルファーム”の本格稼働
	R3
１月～５月

	YCスタジオ

キッチン＆Café　sou 
（1F/2F）
	10人


	一般

10代～80代

実人数

200人
	1,204,492
売上・寄付金等
（YCスタジオ事業）


	
	島根県「持続可能な社会貢献活動支援事業費」
	テイクアウト子ども食堂　　＆
多世代・多文化交流食堂
	６月～５月
	YCスタジオ

キッチン＆Café　sou（1F/2F）
	2人

（ボラ）
	0歳～70代

延　500人
	400,000　　　　　（281,542）

島根県
「持続可能な社会貢献活動支援事業費補助金」

	
	その他の
YC事業
（全体に係る経費）
	地域事業への参画
	６月～５月
	YCスタジオ
白潟地区
	3人
（ボラ）
	一般
延　500人
	337,000
（全体に関わる費用、休業手当をむ）

	
	計
	8,187,000


（2）その他の事業

　　実施無し

